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３ ．Pap.Ⅺ-1A75とある場合，『日誌遺稿集』第 2 版，Søren Kierkegaards 
Papirer,2.forøgedeudg.,vedN.Thulstrup,bd.I-XVI,Kbh.1968-78の
第Ⅺ巻，第 1 分冊，A（日記），記述番号75を表す（グループ A（日記），
B（著作草稿），C（読書ノート），記述番号，場合によっては頁を記す。
例えば Pap.Ⅶ-1A221,s.145とあれば，『日誌遺稿集』第Ⅶ巻，第 1 分冊，
グループ A（日記），記述番号221，145頁）。






2018年 に 完 結 し た。Kierkegaard’s Journals and Notebooks,Vol. 1-10,
editedbyNiels JørgenCappelørn,AlastairHannay,DavidKanga,
BruceH.Kirmmse,GeorgePattison,VanessaBumble,andK.Brian
Söderquist, Published in cooperationwith theSørenKierkegaard
ResearchCentreCopenhagen,PrincetonUniversityPress,2007-2018.





・Ueber den Willen in der Natur, Eine Erörterung der Bestätigung, welche 
die Philosophie der Verfassers, seit ihrem Auftreten, durch die empirischen 
Wissenschaften erhalten hat,FrankfurtAmMainäVerlagvonSiegmund
Scherber1836,Ktl.944.
・Die beiden Grundprobleme der Ethik, behandelt in zwei akademischen 
Preisschriften. I. Ueber die Freiheit des menschlichen Willens, gekrönt von 
der Königl. Norwegischen Societät der Wissenschaften, zu Drontheim, am 
26. Januar 1839. Ⅱ. Ueber das Fundament der Moral, nicht gekrönt von 
der K. Dänischen Societät der Wissenschaften, zu Kopenhagen, den 30. 
Januar 1840,FrankfurtamMain:Joh.Christ.HermannscheBuchhandlung
1841,Ktl.772.







・Parerga und Paralipomena: kleine philosophische Schriften,Bd.1-2,Berlin,
A.W.Hayn1851,Ktl.774-775.
『日誌』NB29（1854年 5 月 5 日から 6 月27日）
NB29: 26 （SKS 25, 314-315）（Pap. Ⅺ-1 A 75） （JP 4: 3872） （ 6 月 3 日か










『日誌』NB29: 29 （SKS 25, 316）（Pap. Ⅺ-1 A 78）（JP 4: 3873）
1 ）ショーペンハウアーに対する最初の言及。









『日誌』NB29: 50 （SKS 25, 325）（Pap. Ⅺ-1 A 99）（JP 4: 4229）
　社会は単に 5 つの徳【五常】（礼 Høflighed は 5 番目である）―私
の理解では中国人はそうしている―を想定しているのではなく，社
会は唯一つの徳，礼 Høflighed を想定し，掲げる 4 ）。
3 ）Τω ουν βιω ονομα μεν βιος, εργον δε θανατος. 『ショーペンハウアー全集』同
上書，198頁（「第四巻への補遺」第四六章「人生の空虚と苦悩について」）。弓 
'βιός' と生 'βίος' は文字が同じでも，アクセントの位置が違う。
4 ）この日誌記述では「五常」が言及されるだけで，ショーペンハウアーの名前
は出てこない。しかし，SKS の注では，この記述はショーペンハウアーの Die 




Weisheit,Aufrichtigkeit の順で挙げている。）また，Parerga und Paralipomena









































































































































HisOpposite; InKierkegaard and His German Contemporaries, Tome1: 































『日誌』NB29: 95, 1854年の 6 月（SKS 25, 352-357） （Pap. Ⅺ-1 A 144, 102- 

















































































































































































































































































































































































































































































































































Schopenhauer – Kierkegaard von der Metaphysik des Willens zur Philosophische 
der Existenz,Niels JørgenCappelørn,LoreHühn,SørenR.Fauth,Philipp











































































































































『日誌』NB30 （1854年の 6 月28日から 8 月15日まで）







































































































































































































































































































































































































（En christelig Postille, sammendragen af Dr. Morten Luthers Kirke-og 
Huuspostiller, overs. af  JørgenThisted, 1.-2. del, Kbh. 1828,ktl. 283）第
1 部，15–30頁，特に18頁，20頁以下。27頁以下。また『マルチン・ルター
の 卓 上 語 録 と 他 の 建 徳 的 談 話 』（D. Martin Luthers Geist-und Sinn-reiche 






Luther’s Schriften oder Concordanz, udg.af F.W.Lomler, G.F.Lucius, J.
Rust, L.Sackreuter og E.Zimmermann,bd.1-4, Darmstadt 1828-31,ktl.317-



























































































































『日誌』NB32 （1854年10月11日から11月 8 日まで）




















































































































『日誌』NB32，記述番号92 （SKS 26, 180） （Pap. Ⅺ-2 A 7） （JP 3362） 
世界（この世，世間）の良心
　プラトンの『国家』60）でポキュリデス61）の言葉，人は十分に生きていけるよ
うな状態であるとき，徳を行う必要があるか？（δει ζητειν βιοτην, αϱετην δ’ 

























































































































『日誌』NB35 （1854年12月 3 日から12日まで）



















（Pap.Ⅺ-1A151-152）（JP 2225-2226）などを参照。また，創世記第 9 章 1 - 3
節「神はノアと彼の息子たちを祝福して言われた。「あなたたちは産めよ，増え
よ，地に満ちよ。地のすべての獣と空のすべての鳥は，地を這うすべてのもの
と海のすべての魚と共に，あなたたちの前に恐れおののき，あなたたちの手に
ゆだねられる。動いている命あるものは，すべてあなたたちの食糧とするがよい。
わたしはこれらすべてのものを，青草と同じようにあなたたちに与える。…」」。
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あるのです。
　これは，生存を豊かにするという子どもの育成に関する軽はずみで楽しく
て面白い見解とは異なるものだったということは見て取れる。この見解は腐
食させるものであり，消尽させるものであり，ますます魂をこの生存の下へ
と引き下ろす。目の前にあるものから見れば，繁殖は豊かにするものである
かのように見える，というのも実際絶えずますます多くなっていくというこ
とだからである。しかし，背後にあるものから見れば，それは絶えずますま
す堕落へと引きずり降ろされるマイナスなのである。
　しかし，人類の繁殖というこの点に虚偽が集中されている。もしも罪がこ
うして侵入してくるならば，虚偽もまた正しく全く同時に始まるであろう。
ほとんどの人にとっての生である最も激しい欲望を満足させることだけで，
同時に最大の善行，子どもに対する，共同体に対する恩恵，つまり生存を豊
かにするものでもあると粉飾して，要するに，非常に優れた高尚な道徳的に
して可能な限り最高に立派な行為であると粉飾して，その欲望を満足させる
ことだけで―このことだけで人間がどれほどの詐欺師であり，あるいはど
れほどの腰巾着であるかを示している。本当に私は感謝する【本当にありが
たいことよ】。それは二倍元気を与えてくれると言われるようなもの dobbelt
Courage である。ジャムが入っているだけでなく，ジャムがのってもいる甘
いスープなのである。人が，もしも可能だとして，来る日も来る日も子ども
を生むこと以外のことはしないということに必ずしも熱中しないとすれば，
それは，ほとんど，明白で許しがたい犯罪であろう，というのも，子どもを
生むということは，実際，子どもに対する，共同体に対する，人類に対する，
生存に対する，恐らくはさらに，多ければ多いほどいいと言う神に対する最
大の善行だからである。
　言うまでもなく，ここに虚偽の温床がある。それ故に，子どもにはこういっ
たすべての言葉がいっぱいになるほど注ぎ込まれる，つまり，それは愛らし
い世界である，人生は喜ぶように，楽しむように等々と定められている，と。
このようなことを子どもは，言うまでもなく，受け入れるように生まれなが
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らに配置されている（それ故，ショーペンハウアーが次のように言うのは正
しい，この人生の使命は幸福になるということの中に存するということを空
想するという錯誤は全ての人間に生得である70），と）。しかし，このことは次
のような事態と密接に関係している，すなわち，もしも両親が，それは悪し
き世界である，人生の使命は苦しむことにある【人生は苦しむように定めら
れている】，と同時に子どもの誕生は快楽を満足させた結果である，等々を説
明しなければならなくなれば，両親はその時，子どもが，それでは私はなぜ
生まれてきたの，という問いを思いつくなら，苦境に陥ることにならざるを
えないであろう。
　性的なものは単に二義的であるというだけでなく，百義的もある，様々な
仕方で解釈可能なのである。そして常に多少の虚偽を伴っている。それは何
か隠れたものである，まさにそれ故に，極めて危険であり，すっかり虚偽へ
と向けられているのである。そして女性の要素は実際また虚偽なのである。
70）「ただ一
・ ・
つ人間に生得の錯誤がある。われわれは幸福となるために生存して
いるというのがそれである。この錯誤がわれわれに生得であるゆえんは，それ
がわれわれの生存と一体をなし，われわれの全本質はまさにこの錯誤の 敷
パラフレーズ
衍
でしかなく，それどころかわれわれの身体は単にこの錯誤の花
モノグラム
押だからであ
る」（『ショーペンハウアー全集』（『意志と表象としての世界・続編Ⅲ』）第 7 巻，
272頁）。
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